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１．はじめに  

 「鋼橋の疲労き裂調査の効率化に関する研究」プロ

ジェクト1)の一環として，分配横桁上部のウェブギャッ

プ部と対傾構取付垂直補剛材上端部の疲労き裂に対し，

ジャッキアップによる当て板補強と，タッピングボル

ト(TRS)を用いたアングル材補強の二つの補修工法が

提案された2),3)． 

 本研究では，それらの内の対傾構取付垂直補剛材上

端部を対象とし，疲労対策方法について実物大の試験

体を用いて実験的に検討した． 

  

２．実験方法  

（1）試験体の形状と寸法 

 図-1 に対傾構試験体の形状と寸法，ひずみゲージ貼

付位置と載荷位置，および当て板取付位置を示す．試

験体の寸法については，主桁の上フランジ，垂直補剛

材，対傾構の断面は実橋と同じで，主桁高と主桁間隔

を実橋より縮小している．ひずみゲージ（ゲージ長

1mm）は，垂直補剛材上端部コバ面の，上フランジと

のすみ肉溶接止端から 10mm の位置に貼付した．載荷

位置は，補剛材コバ面の直上である． 

（2）ジャッキアップ治具を用いた当て板補修 

 当て板をジャッキアップし、上フランジ下面に押し

付けることによって当て板に荷重を分担させ，補剛材

にかかる荷重を低減する工法である（写真-2.1）．補剛

材上端に導入する引張応力はジャッキアップ時のトル

クにより管理した． 
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図-1　試験体の形状と寸法，ひずみゲージ貼付位置，載荷条件
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(3)タッピングボルト(TRS)を用いたアングル材補修 

 TRS でアングル材を上フランジ下面に押し付け，ア

ングル材に荷重を分担させることで，補剛材にかかる

荷重を低減する工法である（写真-2.2）．  

 

（4）静的載荷試方法 

 静的載荷試験では，アクチュエータ No.1 と No.3 を

それぞれ 1 つずつ使用して載荷を行った．アクチュエ

ータ No.1 により G1 側の試験部 A と B に，No.3 によ

り G3 側の C と D に載荷する．載荷荷重は ΔP=100kN

（Pmax=120kN，Pmin=20kN）である． 

(5)疲労試験方法 

 表-1に実験ステップを示す．載荷荷重は ΔP=100kN

で，アクチュエータ No.1と No.3を2つ使用し，位相を

180°ずらした載荷を行う．載荷速度は3~4Hz とした． 

表-1 疲労試験ステップ 

 

 

３．実験結果  

(1)ジャッキアップ試験結果 

 図-2にジャッキアップ時のトルクと導入応力の関係

を示す．ジャッキアップトルクと補剛材コバ面に導入

される引張応力はほぼ比例関係にあり，トルクが20N·

m 程度で，20MPa 程度の引張応力が導入できることが

明らかになった． 

(2)静的載荷試験結果 

 図-3 に対策前後の静的載荷時の各試験部の応力分布

を示す．ジャッキアップ板で 60%，TRS+アングル材で

50~60%程度まで圧縮応力が低減できることが確認さ

れた． 

 

図-2 ジャッキアップによる応力導入状況(試験部 B) 

図-3 対策前後の静的載荷時の各試験部の応力分布 

 

４．まとめ 

(1)ジャッキアップトルクと補剛材コバ面に導入され

る引張応力はほぼ比例関係にあり，トルクが 20N·m 程

度で，20MPa 程度の引張応力が導入できる．  

(2) ジャッキアップによる当て板補強と，タッピング

ボルトを用いたアングル材補強の両者の工法とも，き

裂発生部の局部的な応力集中を半分程度まで低減でき

ることが確認できた． 
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写真-1　ジャッキアップによる　

　　当て板施工状況

写真-2　TRSによる　　　　

　　　　当て板施工状況
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